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敦賀発電所２号機の定期検査の状況について

（タービン動補助給水ポンプ起動入口弁の動作不良）

このことについて、日本原子力発電株式会社から下記のとおり連絡を受けた。

記

敦賀発電所２号機(加圧水型軽水炉；定格電気出力116.0万kW)は、平成19年８

月26日から第16回定期検査中で、原子炉起動に向けて準備中のところ、平成20年

７月21日19時12分にタービン動補助給水ポンプ の試運転のため、タービン動補※１

助給水ポンプ起動用の蒸気入口弁（電動） ＡおよびＢを｢閉｣から｢開｣にしたと※２

ころ、中央制御室に｢タービン動補助給水ポンプ直流電動弁過負荷｣警報が発報し

た。

直ちに状況を確認したところ、入口弁Ｂは全開であったが、入口弁Ａは弁開度

が約６％で停止していた。また、蒸気入口弁の駆動用電源盤内の過負荷継電器の

一部に焦げ跡が認められた。

このため、入口弁Ａの点検を実施したところ、弁を開閉するための電動機に電

源を供給している整流子摺動部に溶けて変形した跡が認められた。

タービン動補助給水ポンプ起動入口弁Ａの電動機について、原因調査を実施す

るとともに、当該弁の電動機等を新品に取り替えることとした。

なお、本事象による周辺環境への放射能の影響はなかった。

（※１）駆動蒸気を主蒸気隔離弁前より取出し、電動補助給水ポンプが何らかの理由で起動不可の状況でも崩壊

熱除去に十分な給水を行う。

（※２）タービン動補助給水ポンプ駆動蒸気ラインに電動弁を設置し、蒸気発生器水位異常低信号あるいは常用

母線電圧低信号により自動起動する。

（経済産業省によるＩＮＥＳの暫定評価尺度）
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ＩＮＥＳ：国際原子力事象評価尺度
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添付資料 

駆動用電動機 

弁体 

弁棒  

弁箱（上半）  グランドパッキン  

弁体ガイド 

弁箱  

弁体ガイドレール 

弁仕様 
 型  式：ゲート弁

 駆動方式：電動式 

流れ 

５５９mm  

手動操作用ハンドル  

 

タービン動補助給水ポンプ起動入口弁 

（Ｖ－ＭＳ－６２０Ａ）弁構造図 
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［駆動用電動機に電源供給する

盤内にある継電器］ 

［起動入口弁駆動用電動機］ 
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